
シャルルの法則

一定圧(Ｐ：一定)ならば、一定量(ｎ：一定)の気体の体積Ｖは、絶対温度Ｔに比例する。

（ｋ：比例定数）

∴ ＝ｋ（一定値）

よって

が成立する。

（問） 表を完成しなさい。

摂氏温度（℃） 絶対温度(Ｋ)

２７３ ℃ ５４６ Ｋ

２２７ ℃ ５００ Ｋ

０ ℃ ２７３ Ｋ

－２７３ ℃ ０ Ｋ

（問）

表を完成させ、シャルルの法則（一定圧ならば、一定量の気体の体積Ｖは、絶対温度Ｔに

比例する。）を確認しなさい。

摂氏温度（℃） 0 ℃ …… 273℃ …… 546℃ …… 819℃

絶対温度(Ｋ) ２７３ …… ５４６ …… ８１９ …… １０９２

体積（�） Ｖ …… ２Ｖ …… ３Ｖ …… ４Ｖ

（問） 27℃、0.8atmで2.4�の気体がある。この気体は227℃、0.80atmで何�になるか。

ans 4.0�
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（問）27℃のときの体積が２倍になるのは、何Ｋのときか。また、それは何℃か。

体積が２倍になるのは、絶対温度が２倍のときだから

ans 600 Ｋ

（別解） 式を用いて解くと

ans 327 ℃

ボイル・シャルルの法則

ボイルとシャルルの法則を１つにして考えると『一定量の気体の体積Ｖは、絶対温度Ｔに

比例し、圧力Ｐに反比例する。』となる。

（ｋ：比例定数）

∴ ＝ｋ（一定値）

よって

が成立する。

Ｐ，Ｖについては左辺と右辺の単位を揃えること。

Ｔは絶対温度であり、Ｔ＝（273＋ｔ ) である。（ｔ：摂氏温度）

（問）27℃、1.0atmで1.5ｍ３の気体が0.20atmの圧力では6.0ｍ３の体積となった。

このとき絶対温度はいくらか。

ans 240 K
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